
地域の多くの方々に支えられ、充実
した学びを続けてきた八森っ子。この
日は、その成果を披露しようと精一杯
発表をがんばりました。温かい声援と
拍手、ありがとうございました。

テーマ「６５人で協力☆
笑顔満開八森っ子！」

１年「おむすびころりん!7人の
大ぼうけん ! !

入学して半年。学習してできる
ようになった様々なことを、「お
むすびころりん」の劇にして元気
いっぱい発表しました。

２年「 みんなが仲間！
ミリーのすてきなぼうし」

国語で学習した物語を劇に
して発表。役になりきった元気
な演技とキレキレのダンスに
大きな拍手が送られました。

３年 「まいごのかぎ
八峰町バージョン 」

八峰町のよさをあちこちに
ちりばめた劇。国語で学習した
物語に、アイディアを詰め込み
楽しさいっぱいの発表でした。

４ 年 ｢手 話 で 広 が る
伝 え 合 う 世 界 」

聴覚に障がいをおもちの方
を招き、手話を実践的に学んだ
４年生。劇で「伝え合う」優しい
世界を感動的に発表しました。

５ 年 「 八 森 万 博 」

関西万博が開催された今年。
自分たちが学習した内容を
「八森万博」パビリオンとして
工夫して披露しました。

６年 Welcome to Happo Town
函館の「発見」を八峰町へ

楽しかった函館への修学旅行
を学びに昇華。発見し、考えた
ことを未来の八峰町への提言
として堂々と発表しました。
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八峰町立八森小学校 学校教育目標
｢自ら考え、行動してつながり、伸びる子どもの育成｣

① よさに気付き、伸びる子ども
② つながりを大切に伸びる子ども
③ 地域とつながり、伸びる子ども
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連日のニュースでも取り上げられ、危機感と不安が高まっている熊の出没。特に
今年は例年とは大きく異なり、今までには考えられないような身近な場所に昼夜を
問わず熊が現れ、中には深刻な人身被害の事例も相次いでいます。本校での状況も
危機的で、児童が生活している住宅地、通学路周囲で出没が相次ぐとともに、校舎
の近辺でも危険を感じています。
そこで、緊急のお願いとして、児童の安全を最優先に、関係機関とも相談の上で、

冬季休業日までの間、次の対応を取らせていただきます。保護者、地域の皆様には
ご不便やご難儀をおかけしますがどうかご理解とご協力をお願いいたします。

①外での体育や休み時間の外遊び、校舎周辺での野外観察などを自粛する。
②児童の徒歩登下校を避け、保護者による送迎をお願いする。スクールバス利用の
児童についても、バス停までの送迎、見守りをお願いする。
（保護者通勤に合わせて児童を学校に送る場合に備え、朝は７：１０に児童昇降口
を開錠し、児童の朝の活動を見守る職員をランチルームに配置する）

③放課後、時間が合わず、児童のお迎えができない場合は、放課後児童クラブ利用
を推奨する。（年度途中での加入も可能。担当：学校教育課７７－２７２８）

④職員による見回りと校地の草刈り、爆竹・校内放送などによる熊よけ対策を行う。
⑤保護者の皆様には、学校連絡アプリ「テトル」や町の防災無線、町のライン通知など
（町公式ラインは上のQRコードから入手できます）で最新情報入手をお願いする。

雨天順延によって１０月３０日に延期された、
全校マラソン大会は快晴のもと、多くの参観者
に来校いただいて開催されました。長い距離
を走るこの大会は、走るのが苦手な子にとって
辛い行事かもしれません。感心したのは、どの
八森っ子も最後まで力を出し切って、完走する
ことができたこと。自分のめあてに向かって、全力で走りきった経験は、これから
の生活の様々な場面でも生かされるものと思います。見事、一位になって目標達成
し最高の笑顔を見せた子も、追い抜かれて悔しい思いをした子も、タイムを大幅に
縮めて満足感を味わった子も…。この日はみんながヒーローでした。定期的に継続
して走ることは、健康と成長、体力増進にとって最高の運動です。ぜひ、これから
も、自分のめあてに向かって走り続けてほしいと思います。またがんばりましょう！

１０月28日、全校縦割り班での「なべっこ会」
が行われました。高学年を中心に「きりたんぽ」
を調理。温かい鍋からは…、湯気やいいにおい、
ぐつぐつという音、そして「おいしい」。八森っ子
は5感をフルに刺激され、楽しい時間を過ごして
いました。季節はこれからどんどん冬に向かって
いきますが、異なる学年でのつながりもしっかり
と確認し、みんなで寒さに負けずにがんばって
いくことができそうです。準備などで、保護者の
皆様にはお手数をおかけしました。素敵な経験と思い出、大切にしてほしいです。


